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Ⅰ．背景と目的 

「人のつながり」に注目し SNS（ソーシャ

ル・ネットワーキング・サービス）を地域活

性化や交流のツールとして活用しようという

試み（地域 SNS）が各地で広がりを見せてい

る。一方で，実際にはなかなか成果のあがら

ないものも多く，地域 SNS は「多産多死」と

いった状況にある[1]。 

そこで本研究では，SNS を使わない人をど

う巻き込んでいくかに注目し，その方法論を

確立するため，普及研究の観点から「実名 SNS

を用いた地域の情報発信や交流」というイノ

ベーション注１）が地域住民に採用される時期

を規定する個人の特徴を明らかにするととも

に，普及を促す際の効果的な接近法を考察す

る。 

Ⅱ．研究方法 

（１）対象地の概要と選定理由 

対象地域は京都府内3地域で，主な選定理由

は，(i)集落・旧村単位の農山村地域であるこ

と，(ii)インターネット環境が整備された地域

であること，そして(iii)地域活性化事業の実

施経験があり，活性化の取り組みに意欲的で

あること，である。 

（２）これまでの活動内容 

 筆者らは 2011 年 12月より 2012 年 3月現在

まで，各対象地域で 3，4 回ずつ取り組みの主

旨や目的，Facebook の使い方や活用方法など

についての講習会等を実施してきた。各地域

とも地域づくり組織注２）のメンバーを中心と

した 10 名前後の地域住民が主な参加者とな

っている。 

（３）調査方法 

2012 年 3 月に 3 地域で 13 歳以上の全住民

を対象に実施したアンケート調査の結果に基

づいている。 

（４）分析方法 

分析では，地域における本イノベーション

の採用見込みを明らかにするため，回答者を

実名で参加する SNS の利用状況と利用意向

から 3 つに区分し，また，地域の情報を発信

することに対して意欲的かどうかという観点

から 3 区分をさらに 2 つずつ，合計 6 つに分

けた（図 1）。なお，ここで対象はインターネ

ット利用者に限定している。 

（５）分析に用いる指標 

本研究では，初期採用者の特徴を示す指標
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Fig.1 The model of segmentation 
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として，1）新しいものへの関心，2）外部志

向性，3）社会的な参加の程度，また地域への

関心の程度を示す指標として，「地域への愛着」

「在住意向」「地域外に自慢できるもの」を採

用した。前者は，ロジャーズ（2007）が普及

理論の中で後期の採用者と比べて初期の採用

者が持つ特徴として一般化した特徴にそれぞ

れ基づいており，後者は本イノベーションの

性質上，地域への関心の程度が採用に影響を

与えるであろうという仮説から採用した。 

Ⅲ．結果（グラフは一部のみ掲載） 

A．初期採用者にみられる一般的特徴 

本イノベーションの採用者区分と初期採用

者のもつ一般的特徴をみてみると，両者は関

連しており，比較的早期に採用する層ではこ

うした特徴を有していることから U 層・P

層・F 層という区分は妥当であるといえる。

次に同項目別に地域情報を発信することに対

する意欲の違いで比較すると，U 層・P 層・F

層すべての層で情報発信意欲が高いほど初期

採用者のもつ一般的特徴を有していることが

わかった（図 2）。さらに細かく比較すると

Uh 層＞Ph 層＞Ul 層＞Fh 層＞Pl 層＞Fl 層の

順に初期採用者の一般的特徴を有しているこ

とがわかった。 

（図 2，図 3 で，V はクラメールの連関係

数，**印は p<0.01 を示す）

B．地域への関心 

 地域への関心について各層で比較した結果，

地域情報の発信意欲が高いほど，地域への関

心が高くなる傾向が 3 項目すべてにおいてみ

られた。ただ，情報発信意欲と上記 3 項目に

は相関がみられたことから，然るべき結果で

あるともいえる。またどの項目をみても Pl

層で地域への関心が全区分中もっとも低いこ

とがわかった（図 3）。 

Ⅳ．考察 

Ⅳ章Aの結果より初期採用者にみられる一

般化的特徴を比べると，Uh 層＞Ph 層＞Ul 層

となっていることから，Ph 層についてはイノ

ベーションの採用見込みがかなり高いと考え

られる。一方で同じ P 層であっても情報発信

意欲の違いにより回答者の特徴が大きく異な

るため，別々の接近法をとる必要性があるこ

とが分かった。なお，実際の活動は採用の見

込み可能性を示す結果より Uh 層＞Ph 層＞

Ul 層＞Fh 層＞Pl 層＞Fl 層の順に重点をお

いておこなうべきである。 

補注 

注１）イノベーションとは，個人あるいは他の採

用単位によって新しいと知覚されたアイデア，

習慣，あるいは対象物のことであり，必ずし

も新技術のみを指すものではない。 

注２）地域ごとに存在するふるさとを守る会や村

づくり委員会，地域づくりに取り組む NPO を

総称して地域づくり組織とした。 
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Fig.3 Pride of your community 

図２ 外部志向性（n=279）V=0.25
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Fig.2 Cosmopoliteness 
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